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社会で必要なことは 社会の中で学ぶ     ―総合的な学習の時間と地域学校協働活動― 
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◇「何をさせたいかではなく、      どんな力を付けたいか」 

 

 

○中舞鶴探検隊 

○舞鶴市役所環境課・地域づくり支援課 

○地元自治会のみなさん 

〇地元の企業 

〇ＰＴＡ 

社会に開かれた教育課程  子どもたちが社会や世界に向き合い関わり合い、自分の人生を切り拓  いていくために必要な資質・能力とは何かを、教育課程において明確にし、はぐくんでいく 

総合的な学習の時間で付けたい力 

・課題に応じた学習を計画的に進める力 

・協力して問題を解決する力 

・次の課題や疑問に気付く力 

「探究」に必要な力は教科で付ける   ←-------------------   -→ 総合的な学習の時間に身に付けた力で教科の学習を深める 

 

【学習の流れ】 

４月 「やってみたいこと」 

・人の役に立ちたい 

・物づくりを追究したい 

５月 町探検で課題を発見 

   ・中舞鶴探検隊の方と 

    

６月 「藤の森」清掃活動 

７月   〃  （計 3 回） 

 

 

 

「藤の森祭り」の計画 

 自治会に説明 

・地域の方に来てほしい 

   

10 月 「藤の森祭り」本番 

  ・保護者、探検隊、 

地域の方と一緒にやりたい 

 

11 月 今後の藤の森について 

  ・地域の方と協働へ 

・ 

・ 

新たな課題の設定 

情報の収集 

整理・分析 

まとめ･表現 

課題の設定 

情報の収集 

整理・分析 

まとめ･表現 

新たな課題の設定 

学年の初め、受け身だった児童らは、学習が進み、課
題意識が高まるにつれて、自分の考えを持ち、主体的に
学習を進めるようになっていきました。探究的な学習の

藤の森祭り：流しそうめん 藤の森祭り：舞鶴市長挨拶 

地元の自治会への説明 

※コミュニティ・スクールとは、「学校運営協議会」を設置している学校のこと。 

令和元年度「中丹はぐくみたい力育成会議」講演資料
より 

 

 

 

「社会に開かれた教育課程」は、幼稚園から高等学校までの全

ての教育段階に共通した、新しいカリキュラムの基本理念です。未

来の社会の在り方を見据えた上で、絶えず変化する予測困難な社

会を生きていくために必要な力、すなわち「生きる力」をはぐくむ

上で、社会とつながる学校教育を実践することが不可欠とのメッ

セージが込められています。変化する社会の動きを学校教育に取

り込み、世の中と結び付いた学校教育活動を行うためには、個々

人の努力や校長のリーダーシップだけでなく、持続可能な仕組みと

環境整備が必要になります。その仕組みとして有効なコミュニテ

ィ・スクールと、学校と地域の良好な関係を築く地域学校協働活動

とを一体的に推進しています。 

社会に開かれた教育課程を実現する 

藤の森祭り 

児童が課題を見付け、活動を考える 

 
町探検で見聞きしたこ
とを出し合い、学習課
題として整理しよう。  

続けていくにはお金がかかる。 

市役所の人に相談してみよう。 

 

清掃活動をしてきれい
になったけど、持続可
能な取組にするにはど
うすればいいだろう。 

町探検のまとめ 

ゴミ袋は市役所の補助 

企業の方が重機で作業 

清掃活動の前 

藤の森祭りの会場 

 府小学校教育研究会研究協力校(H28～３０)  舞鶴市立中舞鶴小学校 5 年生の実践

市役所の方、地域の方と協議したり、説明し

たりするとき、教室での子ども同士の話合い

や教員とのやり取りにはない「厳しさ」があり

ます。「何とかして伝えたい」「わかってほしい」

自治会の方を交えて祭りの計画を協議 

児童が本気になるのは 

 社会とつながる場面 支えてくださった方々 

自分たちで考えたからこそ 
主体的な学びになる 

 

  

という思いを持ったとき、子ども

たちは、これまでに学習したこと

を活かして本気で向かおうとしま

す。学校と地域の協働によって生

まれる社会とつながる場面に、大

きな学びのチャンスがあります。 

            (担任談) 

経験を通して、他教科の学習はもち
ろん、生活上の課題に対しても工夫
して解決しようとする態度が見られ
るようになっています。           

祭りの計画を地元の方に説明 

を大切にして総合的な学習の時間を組み立てています。 

地域の人たちに、もっと知って
もらい協力してもらおう。 

京都新聞掲載 令和元年１０月２３日 
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